
                 

              

30.10.12 実施 岡崎幸田災害医療対策本部設置運営訓練 概要 

時 間 訓 練 内 容 

13:30 

発災・行動開始 

地震発生(岡崎幸田の想定震度は最大震度 7)。西尾保健所、岡崎市、

幸田町の職員(以下「訓練参加者」という)は、必要物資を持参の上、

岡崎幸田災害医療対策本部を設置するために、岡崎市民病院へ出

発。※岡崎市民病院までの移動時間を計測すること。 

※岡崎市民病院集団災害訓練に併せて実施 

本部設置開始 訓練参加者は岡崎市民病院に順次参集。直ちに岡崎幸田災害医療対

策本部の設置に着手。机、椅子、看板、通信機器等を設置。 

本部設置完了 

 

訓練参加者は地震発生から3時間以内を目標に岡崎幸田災害医療対

策本部の設置を完了。 

・岡崎市保健所 14 時 25 分設置完了 

・幸田町    14 時 30 分設置完了 

・西尾保健所  15 時設置完了 

各種訓練開始 

①各種機器を用い

た通信訓練 

 

②ＥＭＩＳ入力訓

練 

 

③収集した病院情

報を市民病院本部

等へ伝達 

①訓練参加者は、それぞれの事務所又は災害対策本部等との通信訓

練を開始。関係機関の被害状況、救護所及び避難所の稼働状況、道

路状況などの情報収集を繰り返し行う。また、収集した情報は整理

し、本部内で情報共有を図る。 

②各医療機関、救護所、避難所から収集した情報をＥＭＩＳに入力

し、圏内医療機関、救護所、避難所の稼働状況や被災状況を把握す

る。 

③収集した情報を用紙に記載し、岡崎市民病院災害対策本部にその

情報を提供(掲示)する。 

16:00 

全 体 ミ ー テ ィ ン

グ・講評 

岡崎市民病院集団災害訓練のミーティングに参加 
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